
高等学校 令和６年度（３学年用） 教科 理科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 ① 組～ ③ 組 (必修選択科目)

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

単元：芳香族化合物
【知識及び技能】芳香族化合物の構造と
性質，反応性について，脂肪族化合物と
対比しながら，体系的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】芳香族化
合物の反応性の違いで、芳香族化合物を
判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】学習する
化学現象や理論について、調べようと
し、日常生活や社会と関連していること
に気づく。

・指導事項
　ベンゼン、フェノール類、芳香族カル
ボン酸、フェノール類、芳香族アミン、
アゾ染料、芳香族化合物の分離
・教材
　教科書・プリント・レポート・小テス
ト
・ＩＣＴ・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ 10

○ 6

理科 化学 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物質と
その変化ついて理解するとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する基
本的な技能を身につけるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

数研出版　化学　

理科(化学)

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】芳香族化合物の構造と性質，反応性
について，脂肪族化合物と対比しながら，体系的に理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】芳香族化合物の反応性
の違いで、芳香族化合物を判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】学習する化学現象や
理論について、調べようとし、日常生活や社会と関連
していることに気づく。

物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

化学

単元：アルコールと関連化合物
【知識及び技能】酸素を含む有機化合物
において，炭素骨格および官能基により
その性質が特徴づけられることを理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】酸素を含
む有機化合物の反応性の違いで、化合物
を判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】学習する
化学現象や理論について、調べようと
し、日常生活や社会と関連していること
に気づく。

・指導事項
　アルコール，エーテル，アルデヒド，
ケトン，カルボン酸，エステル，油脂，
石鹸
・教材
　教科書・プリント・レポート・小テス
ト
・ＩＣＴ・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】酸素を含む有機化合物において，炭
素骨格および官能基によりその性質が特徴づけられる
ことを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】酸素を含む有機化合物
の反応性の違いで、化合物を判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】学習する化学現象や
理論について、調べようとし、日常生活や社会と関連
していることに気づく。

○ ○ ○ 10

単元：溶液
【知識及び技能】溶解のしくみ，固体お
よび気体の溶解度を溶解平衡と関連付け
て理解する。また，希薄溶液やコロイド
溶液の性質について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】溶解度，
希薄溶液の性質を用いて、目的の数値を
求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】学習する
化学現象や理論について、調べようと
し、日常生活や社会と関連していること
に気づく。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ ○ 10

・指導事項
　エンタルピー変化、ヘスの法則、
エネルギー図、反応エンタルピー、
結合エネルギー
　
・教材
　教科書・プリント・レポート・小テス
ト
・ＩＣＴ・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】化学反応に伴う熱や光の出入りをエ
ンタルピー変化を用いて表すことやヘスの法則、結合
エネルギーを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】ヘスの法則によりエン
タルピー変化を適切に用いることで，エンタルピー変
化や結合エネルギーを求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】学習する化学現象や
理論について、調べようとし、日常生活や社会と関連
していることに気づく。

○ ○

・指導事項
　溶解度，希薄溶液の性質、コロイド溶
液　　　　　　　　　　　　　　・教材
　教科書・プリント・レポート・小テス
ト
・ＩＣＴ・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】溶解のしくみ，固体および気体の溶
解度を溶解平衡と関連付けて理解する。また，希薄溶
液やコロイド溶液の性質について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】溶解度，希薄溶液の性
質を用いて、目的の数値を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】学習する化学現象や
理論について、調べようとし、日常生活や社会と関連
していることに気づく。

１
学
期

単元：化学反応とエネルギー
【知識及び技能】化学反応に伴う熱や光
の出入りをエンタルピー変化を用いて表
すことやヘスの法則、結合エネルギーを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】ヘスの法
則によりエンタルピー変化を適切に用い
ることで，エンタルピー変化や結合エネ
ルギーを求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】学習する
化学現象や理論について、調べようと
し、日常生活や社会と関連していること
に気づく。

単元：反応の速さとしくみ
【知識及び技能】化学反応の反応速度の
表し方とともに，反応速度と反応条件
（濃度，温度，触媒）の関係や活性化エ
ネルギー，触媒の利用について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】反応速度
式を用い反応速度や速度定数を求め、ま
た温度や触媒と反応速度の関係を活性化
エネルギーを用い説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】学習する
化学現象や理論について、調べようと
し、日常生活や社会と関連していること
に気づく。

・指導事項
反応速度式、反応速度と反応条件の関
係、触媒、活性化エネルギー
・教材
　教科書・プリント・レポート・小テス
ト
・ＩＣＴ・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】化学反応の反応速度の表し方ととも
に，反応速度と反応条件（濃度，温度，触媒）の関係
や活性化エネルギー，触媒の利用について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】反応速度式を用い反応
速度や速度定数を求め、また温度や触媒と反応速度の
関係を活性化エネルギーを用い説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】学習する化学現象や
理論について、調べようとし、日常生活や社会と関連
していることに気づく。

○ ○ ○ 4



【知識及び技能】電離平衡について理解し，電離定数
を利用したpHの求め方、また緩衝液や溶解度積につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】電離度・電離定数を用
い、各種溶液のpHを求めることができる、また溶解度
積を用い量的計算ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】学習する化学現象や
理論について、調べようとし、日常生活や社会と関連
していることに気づく。

○ ○ ○ 12

【知識及び技能】化学の総まとめ問題を解き知識およ
び技能の基本を理解定着する。
【思考力、判断力、表現力等】化学の総まとめ問題を
解くことにより、思考・判断したことを表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】学習する化学現象や
理論について、調べようとし、日常生活や社会と関連
していることに気づく。

定期考査 〇 〇 1

○ 12

単元：まとめと総合演習問題
【知識及び技能】化学の総まとめ問題を
解き知識および技能の基本を理解定着す
る。
【思考力、判断力、表現力等】化学の総
まとめ問題を解くことにより、思考・判
断したことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】学習する
化学現象や理論について、調べようと
し、日常生活や社会と関連していること
に気づく。

○ ○ ○ 14

140

３
学
期

定期考査 ○ ○ 1

単元：まとめと総合演習問題
【知識及び技能】化学の総まとめ問題を
解き知識および技能の基本を理解定着す
る。
【思考力、判断力、表現力等】化学の総
まとめ問題を解くことにより、思考・判
断したことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】学習する
化学現象や理論について、調べようと
し、日常生活や社会と関連していること
に気づく。

・指導事項
　総合問題演習
・教材
　教科書・プリント・レポート・小テス
ト
・ＩＣＴ・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】化学の総まとめ問題を解き知識およ
び技能の基本を理解定着する。
【思考力、判断力、表現力等】化学の総まとめ問題を
解くことにより、思考・判断したことを表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】学習する化学現象や
理論について、調べようとし、日常生活や社会と関連
していることに気づく。

○ ○ ○

36

合計

○ ○ ○ 12

単元：電解質水溶液の化学平衡
【知識及び技能】電離平衡について理解
し，電離定数を利用したpHの求め方、ま
た緩衝液や溶解度積について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】電離度・
電離定数を用い、各種溶液のpHを求める
ことができる、また溶解度積を用い量的
計算ができる。
【学びに向かう力、人間性等】学習する
化学現象や理論について、調べようと
し、日常生活や社会と関連していること
に気づく。

・指導事項
　電離定数、電離度、pHの求め方、
緩衝液、塩の加水分解、溶解度積
・教材
　教科書・プリント・レポート・小テス
ト
・ＩＣＴ・一人１台端末の活用　等

単元：合成高分子化合物
【知識及び技能】合成繊維や合成樹脂
（プラスチック），ゴムについて，その
構造や性質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】合成繊
維・合成樹脂の構造式を書くことがで
き、構造式に基づいて量的計算を行うこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】学習する
化学現象や理論について、調べようと
し、日常生活や社会と関連していること
に気づく。

・指導事項
　ナイロン，ポリエチレンテレフタラー
ト，ポリエチレン，ビニロンなど、熱可
塑性樹脂、熱硬化性樹脂、フェノール樹
脂、イオン交換樹脂、ゴム、機能性高分
子
・教材
　教科書・プリント・レポート・小テス
ト
・ＩＣＴ・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】合成繊維や合成樹脂（プラスチッ
ク），ゴムについて，その構造や性質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】合成繊維・合成樹脂の
構造式を書くことができ、構造式に基づいて量的計算
を行うことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】学習する化学現象や
理論について、調べようとし、日常生活や社会と関連
していることに気づく。

○ ○

単元：化学平衡
【知識及び技能】可逆反応と化学平衡，
ルシャトリエの原理に基づく化学平衡の
移動や化学平衡の法則を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】平衡定数
を用い，化学平衡における量的関係を求
め、また平衡の移動をルシャトリエの原
理に基づいて判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】学習する
化学現象や理論について、調べようと
し、日常生活や社会と関連していること
に気づく。

・指導事項
　化学平衡，ルシャトリエの原理
化学平衡の法則、平衡定数
・教材
　教科書・プリント・レポート・小テス
ト
・ＩＣＴ・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】可逆反応と化学平衡，ルシャトリエ
の原理に基づく化学平衡の移動や化学平衡の法則を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】平衡定数を用い，化学
平衡における量的関係を求め、また平衡の移動をル
シャトリエの原理に基づいて判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】学習する化学現象や
理論について、調べようとし、日常生活や社会と関連
していることに気づく。

○ ○

２
学
期

・指導事項
　総合問題演習
・教材
　教科書・プリント・レポート・小テス
ト
・ＩＣＴ・一人１台端末の活用　等

単元：天然高分子化合物
【知識及び技能】糖類，タンパク質，核
酸について，その構造や性質･検出反応を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】性質・検
出反応等で糖類・アミノ酸・タンパク質
を分類し、反応式を作り量的関係の計算
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】学習する
化学現象や理論について、調べようと
し、日常生活や社会と関連していること
に気づく。

・指導事項
　　単糖，二糖，ヘミアセタール構造、
加水分解、デンプン、セルロース、αア
ミノ酸、双性イオン、等電点、アミノ酸
の検出反応、核酸
・教材
　教科書・プリント・レポート・小テス
ト
・ＩＣＴ・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】糖類，タンパク質，核酸について，
その構造や性質･検出反応を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】性質・検出反応等で糖
類・アミノ酸・タンパク質を分類し、反応式を作り量
的関係の計算ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】学習する化学現象や
理論について、調べようとし、日常生活や社会と関連
していることに気づく。

○ 10


